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3月 16目

。総綱大統領選mで字が晩大統制（｝J
4選決定。

＂－＞ハーター米凶務長官，斡l卦大統領
選挙をめぐる暴力事件に泣憾の；官、を
．表明。

。台湾の中凶民主社会党， 21目。J総

統選挙に候補者を立てないと声明。

φ中同中南米友好協会，北京で仰i立。
。アブドル・ラーマン・マラヤl商工．

樹，シンガポールとの共同市場創設

交渉開始を富山。

。スカルノ・インドネシア人・統制，

出会改組にっさ3政党首脳とパリぬ

で会談。

令インドネシア政府，日本lμJけ船舶

4万7000トンを発注。建造貨は対イ

ンドネシア}lff償支払金を担保として

支払われる。

。マラピヤ・インド燃料品！は1613,

インド政府は石油製品輸入について

ソ迎貿易当局とインド民間会社の締

結した協定を倣来し，ソえ11石袖製品

愉入は問国政府間で行なうと発表。

~ソ辿，セイロンで7f~金工場主l!設に
活工。

令ソ kl!，セイ n ンでタイヤJ::l~ili ，：十
に滑乎。

。アラプ迎合， 「シリア自主済椴榊」

の設立を発表。

.日正f'プラント協会， 4月中旬にア
フリカへ市場調査凶派泣を決定。

3月 17目

。エカフェ総会で，タ々代表，メコ

ン川開発計画への国際援助を発表。

。字意晩大統領，馬山暴動鋲！正に強

行措置を指令。

。中国の震腿・：責陽鉄道60年中にIJfl

i極の見込み。

~ガルシア・フィリピン大統領，ア
イゼンハワー米大統領に対し，対フ

ィリピン砂眠輸入＊11当ての増大を要
続。

。北ヴェトナム労働党中央委員会，

各級党委員会に地方工業を発展させ

る方針合指示。

令ピJレマ反ファシスト人民自由連開

「情雌派j会議で，同辿日l［の名称を
~！』者連盟i (Union League）と改める

ι発表。岡崎tに中央香民提出の新閑
｛京t1l11をifa；逃した。
＠イスラエノレのベングPオン首相，
マクミラン英首相と会談。

。レバノン政府，総選挙を5月に行

なうと発表。

。日本道路公団，世銀からの4000万

ドルの借款に調印。

3月18目

。エカフ品総会，地域的経済協力に

開ずる新決椴を採択し，次期総会開

催地をニューデリーに決定。

~（呼同民主党，間会で大統'ii!·l選挙無
効を宣言。

~慢抑l到内務削長官，馬山暴動など
の武任をとって辞表を提出。

＂＇台湾政府．米 5000トン以上の目い

だめには最前死刑l脅献すると符告。
令上海人民法l弘スパイ活動を訂な
ったアメリヵ人司教に有罪を判決0

~北ヴェトナムの1959年度手工業者
社会主義改造方針・により，企．手工業

者の70%が協同組合に加入。

φインドネシアからの中間知巡者・
600人賀補港着。

令インドと欧州4社，インドに年間

12万トンの探索製品会引き渡す協定
に調印。

今アラブ連合，シリア地区行政会議

を改造。

。ダウド・アフガニスタン首相，イ

ランを公式訪問。

φ日併抑荷者・の相互送還実施の日ど
り決まる。

3月 19目

。スカルノ・インドネシア大統領，

近く r相互杖ー助；議会_Iの設立と「問
民戦線Jの結成を発表。
令インドネシア軍当日，ジャワ中部

地｜主で政党活動を禁止。

·~中国外交部，米艇の岱i海侵入に！of
，，。
今フィリピン下院移民』帰化委員会，

怖症期限超過中国人を収容する法案

事,:lfi:官官。
々北ヴェトナムのハノイで「対米闘

争デー」大会開催。

＠ラオス愛同党中－央香員会，ラオ・

ハクサト紙上に同党の選挙綱領を発

表。

やインド国家開発委員会，第3次5

カ年計尚草案を討議。

令イラク・インドネシア附国，外交

使節の大使：H格を決定。
。ナラブ連合， -jJッタラ低地を発電

．程E概川人工抑jとするrrl・耐の調査を
開始。

3月20日

.セイロン総選挙で右派の同氏統一

党勝つ。

。セイロン総督，ダハナヤケ首相の

静表を受理。

。平境で在韓米軍のマタドーJレ発射

に；Jc脳集会。
.インドネシアから中国本土引きあ

げ輩尚．第2次船ジャカJレタ,.u航。
..t,ウ・ヌー・ヒツレマ前首相， 1 P I 

〈｜司際新聞制集者協会〉総会出席の

ため米目。

φインド国家開発会織でインド第3
次5カ年計画決まる。

。インド・パキスタン両国，貿易協

定に調印。

。バトナで附かれていたインドのス

ワタントラ党大会終わる。

。トルコ・イスラエル何回， 60年度

貿易協定締結。

3月21日

φ南アフリカ辿Jl5に現地人渦行証携
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行強制反対デモで流血事件おこる。

φ第16回エカフェ年次総会，域内協
力促進などを決献して閉会。

。中印医！境問題討議のための周・ネ

－；レ会談， 4月19日から25Aまでと

決定o

.中菌・オ、パーJレ問問，国境協定，

中国の対ネパール経済援助協定， r1・,
国ネパール共同声明に調印。

。国府の総選挙で，時介石現総統の

3選決定o

.香港政庁，中国から香港への＊道

管敷設工事現始を発表。

。アメリカ当局，タイの：i：が月J飛行
場をタイに引き渡し。

．インドネシア陸軍当局， 19日の騎

兵隊兵舎製！雄事件で死働21人と発表

し，関係者46名を逮捕。

。インド・アラブ述合同悶，貿易協

定に調印。

．・セイロンのセナナヤケ氏，首相に

就任。

3月22日

。DL F （米開発借款基金〉，台符へ

の借款を承視。

φ~22胎l米中会談開く。

。制鮮軍事休戦~員会の1泊中-0\ll，ア
メリカ側の協定進反に抗議。

φフィリピン上院のブルー・リボン
安員会，マリキナ・ダムにi羽する公
聴会をUH催。

.，日比通尚航梅条約会談再l.l-目。

。北グェトナム人民1f{，南グェトナ

ムへのアメリカ軍用物資搬入に抗

散。

。インド週刊紙， 2月に聞かれた東

南アツア諸問駐在西ドイツ外交官会

識で，西ドイツの対東南アクア投資

50o/o増額計画が秘密裏におI服され
た， と報道0

．イラクにソ連援助による原子炉建

設を決定。

．ベングリオン・イスラエル首相，

イギリス当局に対し兵器供給を要

請。

今イスラエル機不時着をめぐってイ

スラエル・サウジアラビアの関係緊

張。

。日本政府，斡凶米3万トンの輸入

をT.iji。
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令日本政府，韓国に対し京岐に在外

公館設筒ーを申し入れ。

3月23日

今A・A述時評融会，バンドン会犠

5周年アピーJレを行ない，南ア連邦

人種差別問題，ラオスの反動派の活

動および西側諸底のイスラエJレへの

武器供与などに対する抗議を採択。

今台湾で，アメリカ・同府合同大証ii
習を実施。

φ中国・東1.：－イツ両匡l，パーター議
定書に調印。

~カンポ：｝，ア・アラブ迎合両国，貿
易支払協定に調印。

。セイロンにセナナヤケを首庇とす

る新内閣成立。

φピJレマ民需品供給委員会，民税品
の伽格統制令を撤回。

φイラク各地で民族主義者と共産主
義者の紙j突おこる。

~イエーメン・ヱチオピア阿凶，外

交関係を樹立。

。中国訪問中の前進座，上海で初公

柄。

3月24目

。エカフェ中小企業小委員会第6回

会般，食粉の計画・貯蔵問題など討

議のためシンガポールで｜別性11。

φソ迎貿劫代表団，北京到着。
。アメリカ当局，フィリピンに沿常

持術用砲鑑2隻を椀波。

＠インドネシア政府，共産党機関紙

ハリアン・ラキャットを発禁。

~西スマトラのi足徒の拠点陥落。

令インド開立銀行のスト中止。

~バキスタン政府，ラワルピンジに
国立原子力研究所建設を発表。

~ソ迎技術者，セイロンのマルラト
オヤ川の水利施設技術設計を完了。

φ来日中のウ・ヌー・ヒツレマ次期前
柑帰凶。

③ワルシャワの中凶大使館当局，ス

パイ容疑の米人司教の有罪宣告に対

するアメリカの抗議を航絶。

φ日本の北スマトラ油田附！発交渉団
111発。

.SJ-ピJレマ経済調査団J-ll発。

φI p I総会で，コロンポにアジア
新聞センター設立を決定。

3月25日

φ同述A・Aクソレープ，南ア連邦の
暴動問題副議のための緊急安保理事

会招集を要求。

今北京から帰罰したコイララ・ネバ

ーJレ首相は，中国・ネパール国境の

不明石mな個所を両国の国境画定委員
により 2カ月以内に画定する，と述

べたo

~中国・ユーゴ両国， 60年度貿易協
定に調印。

.（；.セラノ・フィリピン外相は，フィ

リピン政府は点南アジア経済・文化

協力機構計画会促進すると述べた。

φ日比通商航搬条約金談，交渉会場
を東京に移す。

~タイ紙，タイ政府は日本の経済進

HI会抑える措商事r検討している，と
報道。

。インド上院議員選単結果発表。

。インド・マドラス州に発電所完成。

。米政務省，インドに米余剰農産物

追加買い付け権限含与えたと発表。

。米経済使館団， ヨJレターンへの援助

計画に調印。

φ日本の漁業・セメントの2代表団，
パキスタン訪問。

φ第14次北鮮：帰還船，新潟出港。

3月26日

。国府・南ヴェトナムトltj問，耐函聞

の経済協力強化につき合意。

φタィ政府，日産トラック，ダット
サンなrの組立工場新設者ofl:認。
。アラブ迎合，地方政府機構法を制

定。

。アメリカ・アラブ迎合同閑，借款

協定に調印。

+1手行相，アジア生産性機構に出資
を了承。

3月27目

。スカルノ・インドネシア大統領，

新議会の設立を発表。

。スパンドリオ・インドネシア外相，

｜凍毅中肉外交部j廷に苗簡を送り，中

国の反インドネシア運動に惣告。

。カセム・イラケ首相，ツャマリ元

首相らの減JflJを発表。
令イラク尚．部で，アラブ民族主識者

と共産主義者武力衝突。
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3月28目

。日韓相互送還開始。

。日台貿易協定吏新のための交捗，

台北で開始。

。インド議会，南ア述邦の流JOI事件

を非難する決織を採択。

。自由カシミール政府，土地改革を

発表。

。テヘランでCENTO箪事委員会uw
く。

。アラブ連盟当局，イラクは31日開

く第33回アラブ辿悶理事会に出席し

ないと発表c

eアラブ連合貿易代表団ピJレマ訪
問。

。アメリカ・アジア防空戦闘機会議

クラーク基地で聞く。

。目立製作所，タイの電気機関車の

受注に成功，契約調印した。

3月29日

＠中掴人民政治協尚会融第3期全問

委；43閉会議開く。

，.中国・ソ連l司同， 60年度パータ－

~定将に調印。

。ソ辿のアントロポフ地質・地下資

源保護制インド勧問。

。日本のピJレマ賠償によるパルーチ

ャン水力発屯所建設工本完成。

~イラク紙の報道によれば，イラク
で相当数の労働組合が活動停止を命

ぜられている。

。レバノン・東ドイツ問問，商品取

引で合意。

~）－ セル・アラブ迎合大統領，イン
ド訪問。

令Fl本の中同文字改琳；視察団および
全日本農民組合代表団，中国訪問。

⑫九普石油，東洋航花と共同出資で

シンガポールに石油会社設立を決

定。

3月30B 

e術ア辿邦の一部に非常事態笠己・0
~陶ア辿邦の黒人大量殺科事件で，
国迎安保理事会側く。

。中尉W2期全国人民代表大会第2
回全織聞き， 60年度問民経済計画草

案を発表。

~北鮮・ Jレーマニア j1lg隈， 60年度物
資交換支払議定事？に調印。

。インド訪問中のナセル大統領，ネ

ール首相と会談。

3月31日

今A・A諸函とエクアドル，国述安

保理事会に対し， 「南ア述邦の人種

差別政策廃止を要求する」決議案を

提出。

。第6lill嗣際砂糖理事会，第2・間

半期の国際砂Ii輸出割当ては現行通
りと発表。

~李承晩韓国人・統領，アメリカに武
掠供給を要請。

。日本・マラヤ両国の通商交渉妥結，

E式調印は4月中旬になる見込み。
．イラク錦3制全国平制大会，バグ

ダァドで開催。

4・アラブ辿＼JU理事会加33凶半年次会
椴聞く。

.シチズン時引・会制：，インド政府と

技術援助を契約。

4月 1目

。中国の北京・訴訟（間の京王手鉄道開

通。

~フィリピン，日本にバナナ拭い付
けを要請。

．フィリピンの共産系武装団体｜フ

ク問」活動開始。

4・ラーマン・マラヤ首長死去。
。スカルノ・インドネシア大統制，

l!t界旅行に1H発，ニ且ーデリーでネ
ール背相と会議した。

4月2日

今中問はレバノン駐在商業使館同本

務局窓r閉鎖。
~新華社屯，チベットの大部分で土
地配分がま冬わったと報道。

φシンガポール政府，同地にH本と
合弁・の鉄鋼圧延工場建設を認可。

~スカルノ・インドネシア大統制，

イラクヰピ訪問。

今近くジャカJレタに出有貿易銀行設

立を決定。

~スハルト・インドネシア地方工業

相，同凶における工業への外資進出

を阻止すると戸明。

。日本のコンサルタン I・，インド政

府にオリッサ升！の鉄鉱石資源開発に

ついての報合を提出。

⑫レバノン経前調査団，ポーランド

へ出発。

今アメワカ・アラブ連合両国，アメ

ワカがシリア地区の技術・経済開発

を援助する協定正調印。

4月3目

。ノロドム・スラ γ リト・カンボジ

ア国王死去。

⑫カンボクアに，同闘般大のシアヌ

ークレ海港開港。

。インドネシア紙，インドネシアの

反乱分子は統合に向かっていると報

道。

。インド悶家開発協議会，第3次5
カ年計画を原則的に添恕。

。テヘランでCENTO経済委員会開

く。

4月4目

。同述A・A諸国，フランス第2住i
核実験問題討般のための特別総会招

集を要請。

。北鮮最高人民会議，政府機構の一

部を改革。

．アイゼンハワー・アメリカ大統領，

フィリピンの対米砂結輸出湖当て楠

加要求を拒孫。

~パンコックの紡織工場主，共同で
サリット・タイ首相に外国紡織品の

輸入紫止を要求。

φマラヤ連邦セランゴール州のヒサ
ムクン滞王，臨時元前に就任。

。ピルマ地域代表会議（下院），満場

一致でウ・ヌ一連邦連！盟総裁を新首

相に選m。
。フセイン・ヨルダン同玉，イラン

訪問。

4月5目

。フィリピン紙の報道によれば，フ

ィリピン政府は，さきのアジア経済

ブロァク結成案を放楽した。これは

日本によって，同地域が経済的に支

配されることを恐れたためといわれ

る。

。スカルノ・インドネシア大統領，

カセム・イラク1Y相と共同声明を発
表し，両国の文化協定・貿易協定締

結を明らかにした。

~日本・ピJレマ両国政府， Ii州国の貿

易取り決めl年延長を決定。
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。イラク・キューパ両国，外交関係

を樹立。

今日韓貿易交渉開始。

4月6日

。訓桜林中国副首相，節2.j叫全除！人

民代表大会で，決~発脱皮計品jにつき
報lJ三
i:10 

~マユラからの辿紡によると，マラ

ヤ・フィリピンfr11闘は， f京市アジ
ア友好経済条約”！な作るニと＊脳慌

していゐ。

。カンボツア i級会， $~i法を修正して
3人から成る摂政会i識に闘の統治合
許すことを決定し， fl{政会級長にシ

ソワト・モユレト股下を選Hlo

。インド政府，中｜詞機の似合f悦犯に
抗帳。

。セイロンのゴネデレケ総’iき，総会
でセイロンを英波郊の共和liiJとする
措i躍をとることを政J(fに提案。
。ヨルダン抵， ヨルダン民政主義語

多数が逮捕されたと報道。

。アラブ~！型政治蚕員会，アラブ述
合に同連安保E問i：会非常任理事凶に
立候補を勧告。

φ日台貿易交渉， 4つの特別委員会
を設間。

A月7目

。北鮮の林［.1<J家計副委員長， i拡l,設で
60年度第 1・四半期工来：生産制超過

達成を：被告。

。」tグェトナム訓凸目制， j"I司際政悦委
長1会に市ヴェトブームのジョネーブ協
定に違反する死刑法廃止を~求。

。インドネシア農務省，同悶の米作

改善援助のため，日本のl!'i.梁’与！”！家
派遣を要出。

。日本・インドネシア附悶，北スマ

トラ油田開発に！期する協定に調印u

．ビルマ政府，家首iの商殺な禁止。

~イラク・ベネズエラ 1i11阿，外交関

係を樹立。

今レバノン・ポーランドl勾同，貿易
銭定書調印。

4月8日

。マラヤ・フィリピン両国，検討中

の「東南アジア友好経済条約JE誌の
基本梢恕につき意見ー一致を発表。

。スエーデンの輸送労組，イスラエ
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Jレ，：，Jけのスエーデン船差押えに対す

る報復として，アラブ連合所属舶の

荷扱いボイコットを決定。

~ミコヤン・ソ迎第 1 副首相．ソ連工
業時覧会出席のためバグダッド着。

。アラブ・メキシコi，可F主l，文化協定
！こ制印。

今日本；のピルマ純情使館［：Jjf.i｝る。

4月9日

φエューデリーでA・A諸国民会i議
｜島!HR，チベット｜問題およびアジア各
地の反栴民地主義i問題を討議する。
令都2期全国人民代表大会民族委民

会拡大会議聞く。

今-jfJvシア・フィリピン大統，'ftl，フ

ィリぜンへ！原子））兵総導入の希望lな
表明。

。北ヴェトナム・ソ辿－問問， 60年度

貿易路定1尽に制印。
⑥インドネシア当m)，！宅：中：省を設配。

.メノン・インド悶~j相，中印調境
の防衛体制を強化したと声明。

。ピルマのウ・ヌ一首相．ピルマl・;l:.'

日本に対しフィリピンと向tit度のJ!店
航を請求すると ii~ベた。

。イラクの第1軍事法起，モスJレ反

乱鋲）［tr-.；参加l した民衆の裁判事~IJH 
，，，、
1.10 

4月 JO日

。， 1，国第 2J明：全国人民代表大会tf~2 

，，，，会議終わゐ。

令市グェトナムj議会， Pュネーブ協

定に違反する'.Jff.備拡張法案を可決。

。イラクのアJレマム｛ンで共庄．主義

者と民族主義・才；・が衝突。

。ナセル・アラブ連合大統領，パキ

スタンを訪問し，非同Jffl中立政鍛を
強調する共同コミュ三ケを発表。

4月 11日

令部2L11IA • A請凶民会議ギニアの
コナクリで聞く。

。劉少脊中岡キl市， 1956～訂正｛工会.I姐
設業発展要綱本r公布。

③中国人民政治協商会議u~ 3期全同

番員会第211.i!会議終わる。

－~.（1：外中国人1550人中凶に帰着。

争斡同の応山で恭助再発。

争北ヴェトナム政府， 「1960年度経

消改造・発展，文化発｝艮計画Jを発
．表。

今スカルノ・インドネシア大統領，

ブルガリア妨r.11を終えルーマニアを
訪問。

今インドネシア公共感染省，ソ連と

の借款協定，日本との賠償協定に基

づく道路建設！日施設の到着を発表。

令インド外務省，問境問題について

の4月3日付け中間ltJ＼符を公表。

今パキスタン，アメリカと余剰IJC量産

物をJレピーで買い付ける協定に開

J:rJ。
φカシム・カ｛ン・パキスタン工業
相，口ンドンにおいて外資導入促進

のためある種の免税措慨を実施する

と'fj'I.Jtj。
。ウ・ウィン・モン・ピJレマ大統領，

首相の指名に基づき，閑僚の一部移

！助を行なう。

φナセJレ・アラブ迎合大統領とアユ
ブ・カーン・パキスタン大統領，カ

ラチで会談。

令又－'jl'ijli1i（大阪）タィ政府と米4
万トン輸入を契約。

4月 12日

令問辿経済社会理事会，先進工業国

の低Hr!発i罰媛助促進のために常設委
員会を設関する決議すど採択。

~北京で』'I:

会発足。

。日斡貿易交渉におい・c，僻閏側は
米などの買い千lけ増加を製求。
今カンボヲア官仁伝省， シヲヌ｛ク首

相が11日際政会議に辞茨を提出した

と発表。

。インド当局，周恩米中間首相の訪

印日相会発表。

今日本政府，インドのパイラディラ

地区鉱山開発についての日本，イン

ド両国間の覚え書きを正式承認。

暗示マヘンドラ・ネバール同玉夫妻タ

イ闘を訪問。

。アノレジエリア臨時政府代表団，サ

ゥロアラビアii1m日の途につく。

4月 13目

。周恩来中国首相，ピルマ，インド

など訪UlJの途につく。
.ナスチオン・インドネシア参謀総

長， w.法会，議端設を決定。
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今インド政府，外務省内に北方局を

新設， 局長にJ・S・メータ氏を佳命。
。13日からネバーノレ・ルピー全国に

流通。

〈争力ラミ・レバノン首－相，フランス

入所計のベイルート路公祉の阿有を

発表。

今日本北スマトラnh日！開発協力使館
団帰倒。

4月14目

。アヲア・アフリカ諸凶民会議事務

局，市アfl＼］店iで戸明を発衣。
令台北駐在タイ大使館，ワタナクン

・タイ焦'ii.＼＇.総司令官らの墜若年死を発
決。

今マラヤ.(HJjS足首＂t＜.ヒサムヲン・ア
ラムシャー越正就任。

今BBc肱送によれば，マラヤとシン
がポールのコ．ム取り引き業者受代表

する新組織［パン・マラヤン・ゴム

取引協会」が最近マラヤに設i還され
た。

.(9-インドネシア政府，寸ランダt｝の
'tif｛昔話立・I::,入り挨11ニを決定。

。スカルノ・インドネシア大統領，

ハンガリアを訪問。

。ネーJレ・イン！と首相，中印会談に

そなえて！毒l境視察に向かう。
。コイララ・ネパール首相は k院で，
エペレスト，，，闘はネパール1i!tである
と首切jした。

φフ-1！イン・ヨ Jレダン嗣主， トルコ
訪問。

。日斡会談の柿嗣側代表帰任。

φl:J~：プラント業界へのアラブ迎
合，パキスタンなどよりの大規模プ

ラント建設計画のコンサルティング

依頼相つぐ。

4月15目

。A•A筒凶民会議，核兵器・稲fM 
1i11;m. アルジエリア・南ア問題，辞．
済的自立の問題などについて決！被を

行なってl別会。
今周思来中国首相， ピJレマに到着。

。北京肱送によれば，中匡i悶務！ぬま
3.28c7）全体会賂で国家機陣l，大学高
等在外公館など，領事の一部人事典

動令決定した。なおこの決定により

馬武初北京大学校長は解任された。

今rl·•闘・東ドイツ l司凶，科学技術協

力協定締結。

4毎日憐全面会絞再開。

。北グェトナム間会，徴兵法， 60年

度自家予算など承認して閉会。

，.パキスタン政府，パキスタンの石

油開発に関心をもっ諸国に石油制貨

の使立を供与すると発表。

。ネパールの聖子：生および労働組合、

io日に『，』閣のエベレ久ト似有宜官に
．抗純する統ーデモ実胞を決定。

。イラク訪問中のミコヤン・ソi事館
l副首相，カセム首相在両凶の経済

関係の発展について会談。

。アラブ辿ー合とパキスタン， カラチ

で期限1年の貿易協定に調印。

4月 16目

。ネール・インド首相，中印会i淡で

妥協せずとi街説。
.中幽・ピJレマ首脳会議i,u始。

.ナセル・アラブ連合大統制，イン

ド，パキスタン訪問を終えカイロに

帰蔚。

~パク’グッドの予備投土官学校で

iパレスチナ鮮政軍J結成式行なわ
る。

4月 17日

令周，巴、米中国節制，ウ・スー・ピJレ

マ下I相と会談。国際情勢，｜詞境副'.ill
プj針を検討。

.カンボジア放送，掛政妥員会のポ

・ブロウン氏が新内閑の純隙｜に当た

ると報活。

。スカルノ・インドネシア大*ic'ii!t.
オーストリアを訪問。

。ニューデリーでインド人約5000人

による周・ネーJレ会談反対デモ起こ

る。

令アJレ；：，孟リア政府代表団，イラク

政府の招きでバグダッドにま！J語。

4月18目

。中出全国民兵代表会議，北京でIJW

く。

。カンボ；：，ア新内閣成立。首相（兼

内務，宗教柑〉ポ・プロウン。

~1:1 比友野通商航海条約のtf.D 凶東
京交渉開始。

。イン 1.：闘1,.1貿易公社， 1958～5911-:

桜業報告を発表。

$シュリマリ・インド教背相，地方

E語教育の推進を強調。
φユ『ゴ・ノマキスタン両附，相互に

最忠国待遇供与会認める通間協定に
調印。

今セイロン・メキシコ附幽，外交関

係を樹立。

。ク・パ・スェ・ピノレマ反ファシス

ト人民自由問販｛安定派総：焼，周恩来

r.1·• ！刈筒羽：｜と会見。

令マヘンドラ・ネパール嗣；E夫喪米
円。ー

。フォー V財閥，ネパール経済開発
に却万ドルの借款供与を発表。

ゆフセイン・ヨルグンIBI±，イクリ
ア訪問。

~｝アフガニスタンー政附， lお・ァ製品輸

入鉄・.，l：を発談。

＠アラビア石油，ヨ－りJI：にも成功。

.湖産省，＊耐アジア向けに，第3

次日本産業巡航見本市計画決定。

4月 19目

。周恩米中出凸引九インドに到着。

＠中間・ピルマJilij凶， Jtlii"Jコミ zニ
ケを発表。

。仲間でデモ各地に続発し，京城ほ

か4市に非常戒厳令布告。

φ米i到務省，林間デモZが件に対し，
嚇間政府への抑告戸砂・］？；＇発表。

φフィリピン上院のクナグ・マリキ
ナ・ダム調；ill:削~民j丸マリキナ・
ダムの入札延期をおl月。

令マラヤのヒサム：；，ン・アラム・シ

ャ一新元首， i議会に対し7月末で非
常却下態を解除すると宮山。

。ソ迎，同組総会に低開発国援助に

闘する報告を提H:I。それによれば
1953年以後トルコ，イランなど14カ

凶に対し805).i1.: Jレに上る経済・技術

揺助を与えている。

φアラブ述合・ギリシア同副，通商
；路定留に調印。

。アブード・ス｛ダン首相， 7月に

アラブ連合を訪問すると弛表。

4月20日

φネーJレ・倒思米両首相，中印国境
問題にI渇する第lfgf会設を行なう。
φインドネシア政府，次田l総選挙を
1962年に実施すると発迎。
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.ハンガリ一通信発表のスカルノ・

1.： ビ共同コミュニケによれば，ハン

ガリー・インドネシアl匂．聞は文化協

定締結。

，・DLF（米開発借款J占企），インド
に刻し2つの語rnmにつき合i?l・l8,JO万
ドルの｛昔款供与を発表。

。アユブ・カーン・パキスタン・:k.Hf.
領，内閣改造を発表。

.カトマンズで数千のネパールt!f年

の反中国デモ起こる。

。イラク・ガーナ阿佐4,,i11岡駐在の
公使館をそれぞれ大使館に列・格させ

ることを決定。

.ソ迎・イラク両国，1960年度文化・

科学交流計画に調印。

φア安ブ辿合紙，ナセル大統飢1lt殺
未遂事件を報道。

.来日中のアリ・サブリ・アラブ述

合国務相，惜首相を訪問。

4月21日

4・樹園内阪総辞・！験。
。ハマーショルド国連事務総長，国

連朝鮮統一復興委員会は！神国内政に

干渉~・ずと需明。

．フォードIIイ・団， フィリピンの国際
稲作研究所設置のための資金援助を

発表。

＠ラオスのピエンチャン郊外で，ユ

ネスコ顧問ポーJレ・シャベール氏，

アメリカ人の闘辿ラオス経済使節団

長ゼ、ルウェーガー民とまちがえられ

てバテト・ラオに殺害さる0

．タイ政府，クラ地峡にシャム湾と

インド洋を結ぶ迎河建設を決定。

。フセイン・ヨルダン国王，モロッ

コを訪問。

令ハサン・アパス・ザギ・アラブ述

合経済相，エジプト京iiの輸出政策修
正を発表。

4月22目

。セイロンのセナナヤケ内問．下院

での伝－11:投票に敗れる0
~モンゴル貿易使節団，日本訪日！Jo

．チベット肉治区準備委員会錦4間

全体委員会議ラサで聞く。

.シンガポール港の新入港税脱税措

置発効。

。スカルノ・インドネシア大統Ui,
アラブ述合訪問のためカイロ妥lj薪。
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。インド・ソ迎闘に定期貨物航路UH
く。

⑫セイロンのスリランカ自由党，W・

ムナシンガ抑記長を党から追放。

。ビルマの迎邦連盟執行委員会，政

府の行政令般会指導倒告する 5人の

最高結問委員会設置た決定。

。ポーランド外務省，ポーラン I-'.
イラン11hj岡<7)60年度貿劫協定問印た

発表。

。アラブ迎合，スーダンとの共同鉄

道建設を発表。

4月23日

令悼l季lの李＊＇免大統・，， H，行政最高責
任者の地位を放棄。

<t,インド上院，ボンベイ州を 5月i

flより lグジャラートJとにマハラ
シ且トラJti’こ分割する法律を可決。
φゴネチレケ・セイロン総督，下院
合解散し，総選挙の実施を命令。

φウ・ヌー・ピJレマ首相，仏教の国
教化問地．の審議促進を要求。

~初代駐中i認イラク大使，アブドル・
ハジファジル氏，北京に到着。

。米田中のアリ・サプリ・アラブ辿

合国務相， 61年の東京見本市参加希

望企表明。

今ユーゴ・アフガニ7-タン間関，共

同声明lを持表。

4月248 

<t台湾の地お選挙で与党中国｜詣民党
大勝。

φラオス総選挙施行。
φインドネシア外国為替香員会，国
立貿易銀行に対し海外の銀行との外

国為替取り引きを行なう全椛を与え

たと発表。

③イラン尚ー部ラーJレで大地誕起こ

り，死者引)00人と舵定。

4月25目

。日本外務省，“株会談再開延期決’

決定。

φ香港政1-r，住友商事から 300万ド
ルにのぼる給水用鋼管を買い付け。

φフィリピン中央銀行，ぺソ貨の部
分的切り下げを発表。

令サレー・インドネシア建設開発相，

；長期開発計画に融資するための開発

銀行設位を表明。

.スカルノ・インドネシア大統領，

アルクエリア臨時政府クリム副首相

兼外相と会見。

φインドネシア外務省，！盛ニューギ
ニア海域でのオランダの市1}1＇：行動に

符告。

今ツョハリ・マラヤ商船兼農掴，マ

ラヤ・シンガ．ポーノレ共f,ijrri場問題を
検討中と犯表。

4争中印閑境紛争に関するネール周思

米会談終わる。

。ユーゴ・パキスタン阿倒，科学技

術協定に調印。

③DLF （米開発借款基金），インドの

グモダル河谷水力発電所建設援助の

ために3000万ドルの借款供与を発

表。

~US· ラパー・リクライミンク社，
イスラエルに再生コ’ム工場建設を発

表。

余日本製品の海外PR専門会社「PR

~ャパンJ 病l］立。

4月26日

~李承l先枠E副大統領， llW民が要求
すれば辞任するJと発表。京城市で
50万人の火デモ起こる。

11周恩来中国訂相，インド訪問を終
えネパールに到着。

今カンボクア問民議会，イム・ヘイン

(Im Heing）氏本f第2mu識長に選出。
今スカルノ・インドネシア大統領，

ギニア訪問。

~インド外務省，新インド駐日大使
にラルジ・メロトラ氏を任命。

~マへンドラ・ネパール国主失衷；離
日，アメリカに向かう。

4月27日

ゆ李承晩斡副大統領，正式に辞表提

1.＼。

~＇北制．， トーゴ共和国をJj;.認。
今中国全闘民兵代表会議終わる。

今ラーマン・マラヤ首相， SEAF.ET

（東南アジア友好経済協力協定）へ

のピルマ，インドネシアその他の閣

の参加を希望すると語る。

~インドネシア・ギニア両悶．相互

に大使級外交使節の交換を決定。

ゆオランダ政府，ニューギニア防衛

のため3'.illの：WI派を発表。
。インドネシア軍政部，左翼系紙「レ
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ププリク」に発行停止を命令。

。インド紙．中間はラダク地区にア

クサイチン道路に.;p.行な節2道路地
盤中と報道。

...マヘンドラ・ネバーJレ悶:Eアメワ
列筋IUJo
。アラブ連合シリア地区労働総会，

カナグ船ボイコッ 1・を指令。

。来日中のアリ・サブリ・アラブ述

合同務相侃問。

4月288 

・符闘に官定内閣成立。

·~母国副大統領李起梢氏一家心中。
.中国・ネパール向調，平和友好条

約調Fil。
やネパ－，レ・中閣首脳会談ポカラで

開始。

。ロムアJレデス・フィリピン中央銀

行総裁， IMFにぺソ貨部分的切り下
げの承認を要摘。

。パンコ少クからの報道によれば，

タイ内閣はこのほど米大資本の製本す

工場設立申耕を却下。

.スカルノ・インドネシア大創掃し

ギニア訪問を終えモロッコにl匂か
う。

4トグリーン・カナダ外相，パキスタ
ンへの鮮．済援助を発表。

。ピルマ議会，中岡・ピルマ及・好相

互不可侵条約および問問l謁境協定を
批1位。

。トルコ0）イスタンプールで学生の

反政府デモ起ニる。

。CENTO（中央条約機府〉のms
l吋剤事会，イランのテヘランで附く。

+s巳ATO（東出アクア条約機椛）
パンコックとマニラで同時にllll'§..'.i区

本椀判事？開始。

4月29日

今:r-1：政内向も，，道知事8人を全員解任。

。輔嗣復興省，水産資材の対日買い

付けを＊認。

や駐日純国代表部／，$fl大使辞任。

。周思う任中間首相， ピルマ，イン 1~, 

ネパール訪問を終え昆l珂に帰着。

。セラノ・フィリピン外相，日本人の

長期滞在許可問題を検討中と雷明。

~－ハッタ・元インドネシア副大統制，
アメリカ訪問に出発。

。インドネシア軍事法活，アメリカ

人飛行士に死刑を笠告。

＠オ、ール・インド首相，下院で．スワ

タントラ党などの非同l現政官｛t再M.?Jt.J-
要求に対し， 1司政策鼠：行を確認。
。インドのナグプ－，レで．州分割問

題で嫌動起こる。

4月30日

.,A• A経済会総， A•A紙済協力
機構の旋約を車問。

6中国の映西省凶安市にこのほど東
ドイツ援助のn-i-:i接工場完成。
。北ヴェナム政府，農林符を分割し

2可宵， 3総局を新設することを決定0

．インドネシア共産党機関紙ハリマ

ン・ラキャット彼：1司10
。コイララ・ネバ－）レ首相， ~4境問
題！こj掬する中！剖・ネパールi部似合同
委員会が近く成'ji＿すると吉明。

。CENTO（中央条約機榊〉理事会
終わる。

＠レバノンのベイルートで学生命中

心とする反米デモ起こる。

令ヨJレグン労組向¥IQ，アメリカ船ボ

イコットを決定。

。カイロの間際アラブ労述本部，ア

ラブ諸国の企港病でアメり jJ船ボイ

コットを発表。

5月l日

＋中開旧モンコソレ自治区の包孤鉄鋼

公司I号大型平炉「Ht：縄開始。
。インドのボンベイ州分割jをめぐっ

てナグプーJレの住民2万がデ．モ。

φネール・インド首相，英述邦首相
会議出r/Nのためロン 1.：ン到売。
φAFPFL （ピルマ}ii.ファシスト人

民自由述盟〉安定派大会終わる。

。114際アラブ労辿，エジプト空港で
のアメリカ機ボイコットをも準備。

φメンデレス・トルコ首相，反政府
デモ弾圧を声明。

5月2日

φ特14国会， :I.fr内閣を添敵‘。
。斡陶新政府，施政方針を決定。

。許政輔自大統領代理，宙定内閣の

刺仰を終わる。

令韓国圏全議長に郭尚勲氏当選。

。日本外務省，韓国に日本代表部設

鼠などを申し入れ。

令ガルシア・フィリピン大統領，国

府訪問のためマエラHI提。

令インドネシア基本工鉱業省，この

ほど政府に対し日本Jli'itit金の配分割
当て用車IIを~;fi!t。

。7-.カルノ・インドネシア大統領，

チュニクア訪問を終え，モロ yコに

1,;Jかう。

⑤インドネシア中央銀行， t向鮪銀行

券0）再発行を決定。

今イ・ンドネシア掠本工鉱業省，イン

ドネシアにある英米3石油会社にオ

ランダ人従事民の解艇を~求。

。スカルノ・インドネシア大統領，

モロッコ訪問。

。ラオス/1司民椴会総巡）併で与党が圧
勝。

今インドのボンベィ州で雷暫問題か

ら暴動起こる。

φアラブ全港でアメリカ船ポイコ p
ト行なわる。

今アラブ述合政府のシリアm身2閑
僚静任。

5月3目

。第2rnJアヲア・アフリカ停済会議
終わる。

。郁国t司会，学大統制の辞任をj1;認。
⑮ ~u神国外務次官，対日政策の再検
討を言明。

⑥インドネシア外務省，オランダの

西イリアン兵力増強に符告。

今インドネシア陥似委員会によれ

,r，インドネシアtまニのほど日イnn
tf.t協定に基づき，日本と約3210万ド
ル相当の賠償契約に拘印。

。モスクワ放送によれば，スカルノ・

インドネシア大統領，アジズ・シャ

リフ（イラクの社会活動家〉など5

民レーニン半和賞受賞。

~カ Jレカッタ下院議員補欠逃場で共
産；剣勝つ。

。イラク内閣改造。

。イスラエル外務省の発表によれ

ば，ソ連政府はベングリオン・イス

ラエル首相の会談申し入れを拒否し

た。

。英連邦首相会犠，ロンドンで開く。

12う
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5月4日

4易機関周／Jj会醗，岡本人記者の随時－
入国を前・可。

.インドネシア外務省，日本人の入

国制限緩和を除討中と発表。

。アメリヵ・インド両国，余剰淡路：

物売却協定ーにi調印。

。イラク政府，アルジエリア臨時政

府に100万三Pナ〔；レを援l.VJo

~アメリ力， ヨルダンに 3：~o 万 1:Jレ

の援助供与。

.アメリカ，アラブ迎合に 350.万エ

クプト・ポンドの借款供与。

。トルコのイズEJレで学生中，心の反

政府デモ起こる。

5月5日

⑫フルシチョフ・ソ述首相，；米U2

機の！隣墜を発表。

.周思来中間首相，カンボヲア訪問

のためプノンペンに到着。

.霞府内依l，府総型の3期就任にそ
なえて総辞職。

.マン・米凶務次官有ll，対中共禁輸
は不安と強制。

<f>fF政静岡大統傷i代理，日韓関係正
常化のためには北送r.pJIてが先決と；言
明。

~スカルノ・インドネシア大統制，

モロッーコ訪問lを終えポルトガルに向
かう。

φカンボヲア政府，越境南ヴ正トナ
ム軍との交t院を発表。

令インド滋師Ii銀行，市中銀行に対し

6 l:l以降受け取る預金の印%を線的
銀行に預金するよう指令。

4・レバノン政府，総会を解散0

．トルコのアンカラで学生4α）｛）が反
政府デモ。

5月6目

。エカフェ同連経済社会理事会に年

次報告提出。

。斡嗣，日本品輸入の事前承認制出

止。

φ南ヴzトナム政府，カンボジア側
の越境発表に反論。

~ニヱク・チョワロン・カンボクア

副首相兼底家iii-脳相，中凶からの援
助の実施細目を報告。

．インドネシアで反オランダ学生デ

126 

モ起こる。

．米H中のカーン・パキスタン工業

開，佐藤雄相左会議。

。イラク・モンコ勺レ両間， 文化協定

調印。

令アラブ国際労連，アメリヵ船ボイ

コットを解除。

φアメリカ船員凶際組合，アラブ迎
合船のピケ中止を指令。

5月7目

。中国，テェコとの1ll事条約に調印。
。神間．在日朝鮮人の北鮮溢還中止．

をl呼~情。

φインドネシア国営ぺJレミナ石油会
社， 6月から東京に辿絡事務所の開

設を決定。

令ナイム・アフガニスタン外相，

CENTO （中央条約機構〉テヘラン

会議の共同声明に反論。

~日本外務省，中共との配者交換女
認める。

5月8日

φ北グェトナム人民議会総選挙施
行。

。カンボジア・中間共同声明発表。

。スカルノ・インドネシア大統制，

ポルトガル訪問を終え，キューパへ

向かう。

。ネール・インド首相，パリを訪問

してドゴール大統領と会談。

。パンダラナイケ失人，セイロン自

由党党首に就任。

。トルコ外務省，アメリカ機の越境

飛行を併さずと声明。

5月夕日

φフJレシチョフ・ソ辿首相，ソ連領
権侵犯機への基地提供問に特告。

φf-f政持制大統領代理，北送問題で
アメリカを非難。

~周恩米首相，カンボジア訪問を終

え．北グェトナムへ出発。

~スカルノ・インドネシア大統領，
キ＿－..－パ訪問。

。カーン・パキスタン工業相，日本

止の紡機買い付け交渉打ち切りを発

義。

。ナセル・アラブ連合大統領，第i

l吋アラブ迎合国民散会を7月22日出

摂すると発表。

。ハンガリー経済代表問，カイロ到

着。

。トルコ悶民議会，アメリカ・トル

’コ双務軍司1：協定を批情。

5月 10日

令アジア地域の f悶述人怖ゼミナー
) レJ東京で聞く。
。問恩来広，コ岡下町相，ヰヒヴェトナム訪

問。

＠新華社通信によれば，中国共産党

中央委民会は4月22日，各省・市・

自治区のすと委員会に対L.i提字にロ
ーマ字つづりのルピをふって文字を

覚えさせる方法を将及させるよう指

示した。

。周恩来一行相，ホー・チミン北ヴz

トナム大統領を訪問。

。タィ投資委員会のタウイ・ブンヤ

ケトン委員炎，フランクフルトで，

タイは外岡投資会倣迎すると言明。

。白木・マラヤ両国，通商協定に調

印。

。マジャリ・ヨルダン首柑，経済開

強10カ年計画を準備中と宮l刻。

。マラヤ述邦上院，地f法改正令を採
択。

。ソ辿・カンボヲア両問，カンボジ

アに対するソ連の追加援助議定書に

調印。

5月ll目

。幹国民議院の部法改圧委員会，改

正案・を本会議に提出。

。刷恩来・中同首相．北ヅェ i、ナふを

訪問し－cファン・バンドン首相，ホ
ー・チミン大統領らと会談。

。日比友好通商航海条約交捗のラウ

レル・フィリピン代表， 「日本側は

日本人のフィリピン永住杯：要求合取

りさげたJと発表。

。インドネシア陵it!，スマトラおよ
び北部セレペスで＆政府軍と衝突o

e西ドイツのフィッツ・サ’テ’ィアン
会社，タイへ7億マルクを借款のか

たちで投資することを決定。

~イエーメン政府，中国へ留学生派

遣。

。カイロに米穀取引所新設。
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5月12目

。脚院政府，対日輸入制限撤踏を発

荻。

。持岡野祭当局，秘情持者宅を解体。

。中間科学院学部委員会第3問会結
開く。

4・アデパ駐日フィリピン大使． 日本
はフィリピン砂現時輸入齢別加を約し

た，と述べたe

φタイのタナッ．ト・コーマン外相．ア
メリ力的対印米穀援助に強硬抗憾。

。ラオス総選帯の結果， CDIN（国
家利益防術委員会〉絶対多数を獲得。

。インドネシア政・府，南部スマトラ

移住！Jr/発計画発表。この計画の経政
局3一部は日本の賠償支払いによる。
．インド犬・産党全問委員会終わる。

．サウクアラビア・スヱーデン両闘，

相互の外交使節の大使昇格を決定。

5月13目

。輔副自由党，同党所属問会般民の

鱈併任を決定u

。怖問のi玄保守系新党の設立を売
表。

。将港株式取引所，取り引き簡の3

日｜討！述統新記録を更新。

。アプパカーJレ駐マラヤ・フィリピ

ン大使は， SEAFET（東南アジア友
好経済協定） I・1将米共同市場結成に

進むだろうと述ぺ，さらにSEAFET
結成は60年来，ガルシア・フィリピ

ン大統領のマラヤ訪問自ijに行なわれ

るだろうと述ベた。

.コーマン・タイ外相，タイ米の対

印輪山交捗失敗のため辞表を提出。

令マラヤ政府， マラヤにコ・ム取引所

設立のため委員会党設底。

4・インドネシアのヲョクツャカル
タ，スラパヤで，；：：！＂ラングの凶イリ

アンの~i兵に反対するデモ起こる。

。駐インドネシア中間大使館，在燕

中l羽鋪羽4の不法軟紫でインドネシア
外務省に抗E歳。

~インドネシア軍司令部，ヤミ取り

引き・全面禁止を発表。

4・イラク人民法廷，モスル陰線参加

者に死刑を判決。

.北スマトラ油田に調査団派遣を決

定， 20日出発の予定。

5月14日

令中国・ピルマ両閑，悶境協定およ

び不可侵条約批判T：窃を交換。

~悶府当局，外人旅行者および台構
訪問の華商について為替レート改

定。

.ピルマのカレン族暴徒，タイに侵

入。

4・ラオスの規米・将i右派のCOIN（同
家利益防衛委民会〉験tlら，社会民
衆党を結成。

。スカルノ・インドネシア大統領，

キaーパ訪問を終わりブエルトリコ

にl句カ‘う。

4砂インド準備銀行， 4月のブレティ
ンで， 1959年度外凶民間投資の情強

化を発表。

4・レバノンのカラミ内閣総辞・験し，
選挙管甥内閣泥足。

．ソ連， CENTO（中央糸約機Wl)
空軍慣習で，イラン， トルコ．パキ

スタンに抗議。

5月15日

・中肉・イラクi対同，文化協定調印0
．全インドネシア海運協会，アメリ

カr.-.船釘120隻を措t-1:o

5月 16目

。東闘首脳会議決裂。

。キューパを訪問中のスカルノ・イ

ンドネシア大統領， jJスト口前相と

共同声明発表。

。ラングーンに東ピルマ銀行設立。

。ピルマ経済視察団イタリア訪問。

。ガット~H61m~会，ジュネーグで
開催。

。14l:IからのCENTO空軍蹴計爵わ
る。

5月17目

。ネール・インド首相．アラブ辿合

を訪問，ナセル大統領と会談の予

定。

~ピルマのウ・ヌー首栂，記者会見
で， 「ピルマ政府は，外国商品輸入

はピルマ尚．社の手で行なわるべきで

あるとの提案を原則的に受け入れ

たJと述べた。
。アラブ辿合のアリ・サプリ副首相

ブラジル紡IUJo

＋ソ連経済代理侵同， カイロ訪r,，~o

5月18日

。朝鮮民主党の康委員・畏，南北聞の

向山旅行事r提案。
。南グ且トナムの新革新グループ

「悶由進歩ブロァクJ，政党努舗を申
請。

今ラオスのクー・アプハイ選挙管理

内閣，サパン・バッタナ問主に併表

拠出。

。シアヌーク Hi！カンボ~ア国王，カ
ンボクアの基本政策についての同民

投訴の6月5日に施行を提案。

φイギリスのモンゴメリ元帥，中共
訪lllJ。
‘野IMF（国際通貨某金）， アラブ連
合に750万ドル佑ー放供与。

。米下院本会議，後進同向け投資促

進法案を可決c

5月 19目

。ルソン島西部の米市基地で，米将

校聞製蝦きる。

。インドネシア外務省，東カ9マン
タンおよび北スマトラ駄・:£Eの2中国
i以来に退去を~：求。
of>スパンドリオ・インドネシア外相，
ジロン・米l刈務次官に対オランダ紛争
で，アメリカの援助を要請。

。セイロンのスリランカ自由，共産，

平等社会の3党. 7月初日鈍行予定

の総選挙につき，共同斗争協定を結

んだ。

。カイロの公式発表によると， 6月

ベイルートで開催予定のアラブ連盟

代袋古・会識は，無期延期された。

今大政省，丸帯石油と東洋綿花のシ

ンガポール進出剖・画に内認可。

~タナット・コーマン・タイ外相，
7メリカの対インド食品t輸出に抗
版。

。タイjjfli染者，東洋紡の工場建設

に反対を表明。

5月20目

。蒋介石氏，国府総統に就任。

＠郁国自由党再建を決定。

.，~北ヴ孟トナム政府，近くパググッ

ドにAll商代表部設置を決定。

今DLF（米l摘発借歌基金〉，インドの

I :27 
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屯力会主｜：に770・万！とJレの出ー款を了承認。

今ソ辿，U2機明予j宅問題で，日本に安

保条約による米軍拡地提供に持告。

。ラオス愛同党機関誌ラオ・ハクサ

トによると， フォンサリ州車主制の王

戸11!.Iが，J1IJ隊はゲリラ側に寝返った。
向、キサンサパ（金インド農民組合〉

第17lfl)1f次大会， j＼進的な土地改事

実施な要求し，~インド農民：こ土地

改革のための闘争をよびかける決議

事r採択して閉幕。
令ナセル・アラブ述合大統領とネー

Jレ・インド尚相，首脳会談失敗後の

ftt界情勢における中小閣の六f.T:京大
化を強調する共同戸別を発表。

5月218 

4争中国政府当f,,j，うに機の倒壊佼人i・:-.

97問Rの抗；議。

。京城地}j験終n=.m前/l・J.ltlら4入
党起訴。

今フィリピンのマリキナ・ダムに｜刻

する制査委品会は， f日本側設計は
安全を欠くため辿設着工を延期せ

よー！との報告tltを泥表。
。米輸Ill人鋭行，インドネシアに220
万 ft）レ借款供与。

~米輸出入銀行，レバノンに：llO 万
ドルの伯・款供与。

。日本の海外f底力制議会，メコンJII,
ぺJレー， ミングナオ J誌の屯源開発去~
礎調"!.f.他61年度事業計画た発表。

5月22目

。ロルダン政府，．｜ニ下両院の議席を

ふやす新選挙法をil<:12。
4トルコのメンデレスr1iml. トルコ
全大学のl~－1如、党命令。

5月23日

。U2 型機4~件で11品辿安保理日目く 0

・倒迎スズ会議開く。

⑫中間・朝鮮j,1,jl寸， ltl占立川川協定に
調印。

~朝鮮~1·!4 ＇ド病l会議，子操でJJH く 0

．ラオスの愛問党党主スファスボン

殿下らJI脱走。

令インドネシア共産党創立40周年記

念集会，ジャカJレタで凶く。

。バキスタン食蹴良・梁省当lfii,1,1］闘
の食部事情好転を発表。

。凶パキスタン政府，今後5年IHJに
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全同の述愉＃fit鞍怖を計画。

令タイ経済税務問米自。

。ナセル・アラブ述合大統制，令：新

[}flの政党（国民連合）への移管およ
び全パス路線の問有化合決定ふ

5月2，目

。A•A述4告訴験全，日本間氏Q）新
安保条約反対闘争支持念表明。

。北京で聞かれた中間の令：肉財政商

業部門の技術革新，技術革命実務i大
会終わる。

~，勾思う~－仁1::i悶首相，イラク貿易代表

同左会談。

φガ‘Jレシア・フィリピン大統制，マ
リキナ・ダムill殻：n簡の入札を6月
14日に延期するよう命令。

。フランス経済技術援助使館同，，H
ヴzトナムに270万新フラン相当の

媛助を供与。

。スカルノ・インドネシア大統領米

日。

。インドのマドラス州の紘剖t労働
者，賃上げのための 1Uストを開始。

。パキスタン政府，綿糸84品目の航

下げを発表。

．ピルマ政府，予備隊を正胤併筑可f

fこ！吸収し曾綴力を強化したと発表。

φ萩原岡巡回本代表，対後進嗣投資
を特別基金理l）~会に要請。

5月25目

。SEATO軍事樹開会議，ヅシント

ンで閥く。

。OECD（経済協力開発機榊〉殻立

:tt-M!i全般終わる。
今中陥・イラク両倒， f（劫支払協定
に調印。

。中闘外交部， 米の倣背It伎犯に 100
岡田の特告。

。中国エヴェレスト主主11It欲，北側lか
らのnmに成"JJJo
。斡国で自由党議員の辞！敗誕＊のデ

モ起こる。

.南ヴェトナム]fl，西部ジヤンクツレ

の共産ゲリラ掃討を発表。

•w-1 グェトナム政府当局，サイゴン
の共産活動手入れでインテリ多数の

逮捕を発表。

令市ヴェトナムのパンメトウト・ニ

ンホア聞のl尉速道路開通。

φラオス令j：軍事内戒体制しかる。
ψプノンぺンからの新l朗報道によれ
ば，カンボツア軍事法廷は反政府陰

訴参加す号Zl人に死刑を判決。

。インドネシア情報省当局，デモ．

集会事r引き続き禁止するとの戸明を
発表。

。インドネシア政府，民間企業助成

措悶．として，民間IJN発銀行を新設。
令イン！とネシア外務省，草・商送還を

妨害した中幅！傾1）手2人の追放を発表。

。アユブ・カーン・パキスタン大統領

保安訟の有効1mrm1年延長を発表。
今アフガニスタンのキツルカラの何

港建設計画に対するソ速の援助協

定，カブールで調印。

。セイロンのスリランカ自由党， 7

月 20日の~.逃挙で同党·t；：政権を獲得
した場合には，シリマボ・パンダラ

ナイケ未亡人を首相に桁名すると発
.. ... 包炉、。

5月26日

令中闘の全開人民代表大会常務委員

会，中肉・ネパーJレザ府l友好条約を
批准。

φ中間と北鮮の地方交流に閲する議
定；＝~に宮崎布。

妙嚇間政府，空￥－承l庇政権の高官61名

を逮捕。

。在日91t凶倍部民間，柑II元大使の亡
命＼Ill止を決議。

~インドネシアから 3万人の主席備が
中闘に帰問。

~ソ j ，対イラク借款の 1 ｛，産8000）レ

ーブル憎~\'itご．同意。

。イスラヱJレ．アラブ迎合同問戦闘

機，凶~で交戦。

φアデン紙の報道によると，パドJレ・
イエーメン虫太子．ナセル・アラブ連

合大統領にエジプト'.i.11派遣を要請。

今ソ述通商代表団，シリア地区を訪

問。

。北スマトラ石油開発協）J株式会社

創立。

＋日立製作所，インドのダス・モ｛

タ一社・と合弁でニューデリーに「グ

ス・日立j設立を発表。

。n本の紡鍛各社，インドネシア中
央貿易公団と綿糸4)jコウリの輪出

契約締結。


